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生協・スーパーなどのルートを活用

廃油回収システム

生協・スーパーなどのルートを活用

BDF利用システム

ディーゼル車での活用

BDF利用システム

ディーゼル車での活用
BDF精製技術

十勝の既存システムを活用

地域再生モデル・特区提案など

利用システムの確立利用システムの確立

都市が「環境」に貢献する・・・ｔｅｃｏ（天ぷら油でエコプロジェクト）

都市から発生する廃棄物（天ぷら油）が燃料となる⇒バイオディーゼル燃料システム

小さいシステムを都市のシステムに広げる

中心市街地の空き店舗を活用したシン
ボル拠点（BDF普及カフェ）の設置

一般家庭用のデザイン回収ボックスの
普及

産廃税の活用

十勝のライフスタイルへ

十勝の既存システム・・・・（有）更別企業

まちづくり（環境に貢献するまちづくり）

市街地のコンパクト化（省エネタイプの都市構造の形成）の推進

エネルギーネットワークを考慮した土地利用と施設整備（帯広市と十勝地域）

・市街地の工業用地などを活用した（仮称）エコエネルギーゾーンの整備

・回収拠点と精製拠点の適切な配置イメージと回収拠点の整備イメージ　　など

公用車・公共交通機関での利用

公共施設の暖房などで利用

一般車（ディーゼル車）への普及

個人住宅における暖房システム

産廃税の活用

企業や家庭への融資制度

市民参加を促すエコマネー

CSRの確立

準備会
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十勝地域におけるBDFの現状①（更別企業）

事業所から発生する廃食油
・給食センター
・飲食店
・リサイクルセンター　等
回収量合計　約55,000ℓ/年

小型バイオディーゼル
燃料製造装置で精製

BDF

豊頃町から発生した
廃食油で精製した
BDFは豊頃町が
購入して使用

豊頃町以外から
集めた廃食油で
精製した BDFは
主に更別運輸が
購入して使用

製造工程副産物
・廃グリセリン
・廃水、廃脂肪酸

堆肥製造
・資材として使用

BDFの効果

①　コミュニティーの形成
　家庭からの廃植物油の回収システムを確立することで、
現在崩壊しつつあるコミュニティー形成に役立ち、地域活
性化につながる。

②　環境保全（CO2削減）
　BDFを軽油代替燃料として使用することで、CO2排出量

を削減できる。

③　農業の活性化
　ナタネからのBDF精製は、油自体の販売だけでは採算
性はないが、油の絞りかすも高値で販売されるため収益
性が高く、補助金を必要としない『自立した農業』となる可
能性が高く、十勝の農業にとって有効である。



十勝地域におけるBDFの現状②（てんぷら油排出量の推定）

家庭からのてんぷら油排出原単位　3.9ℓ/（世帯・年）

十勝地域のてんぷら油排出量　60万ℓ/年

排出原単位の算出根拠

①　植物油購入量からの推定
　・世帯あたり植物油購入量：9,709g/（ℓ・世帯・年）　（総務省）
　・廃油率：40%程度　（シップ・アンド・オーシャン財団 ）
　・廃油性状（廃油密度）：0.9239g/cm3 　（同上）
　　　9,709×0.4÷0.9239=4.2ℓ/（世帯・年）

②　全国の家庭系廃食用油の発生量の推計値から
　・全国の家庭系廃食用油の発生量：20万t/年 （農林水産省総合食料局食品産業振興課）
　・日本の世帯：46,782千世帯　（H12国勢調査）
　・全国の家庭系廃食用油の発生量：20万t/年
　　　200,000÷46,782×1,000÷0.9239=4.63ℓ/（世帯・年）

③　更別企業調査による推定値
　　　2.0～4.0ℓ/（世帯・年）　（3.0ℓ/（世帯・年） ）

①～③の平均値をとって3.9ℓ/（世帯・年）とした。

BDFの効果（CO2削減効果）

CO2削減効果の算出根拠

・十勝地域のCO2排出量
　道民1人あたりのCO2排出量：13.06t/年・人（2000年北海道庁）
　十勝支庁人口：360,052人　13.06×360,052÷10,000≒470万t/年

・十勝地域の全CO2排出量に対する削減効果
　軽油のCO2排出原単位：2.62kg-CO2/ℓ　（環境省）
　十勝支庁の家庭系廃食油発生量：60万ℓ/年　（前出の推計値）
　回収率を20%と仮定すると、
　十勝支庁の家庭系廃食油回収量：60万×0.2＝12万ℓ/年
　十勝支庁の事業系廃食油回収量：12万ℓ/年（想定値）　
　　※平成17年度　更別企業回収予定廃食油量　55,000ℓ/年
　十勝支庁の廃食油回収量：12万＋ 12万＝24万ℓ/年
　廃食用油からのBDFの精製率を90%とすると、
　BDFの精製量：24万×0.9＝21.6万ℓ/年
　BDF使用によるCO2削減効果：2.623×21.6万÷1,000＝567t/年
　十勝支庁の全CO2排出量に対する削減効果：567÷470万×100≒0.012%

十勝地域のCO2排出量　 470万t/年

BDF使用によるCO2削減量　 567t /年　

削減効果　0.012%



他都市の事例（一例）

都市名 収集量 システムフロー

京都府京都市

・13万㍑/年
（家庭系）
・137万㍑/年
（事業系）

滋賀県愛東町 300㍑/月

三重県藤原町 1,500㍑/月

新潟県上越市 約9,000㍑/年

コープとうきょう
城グサリー集品
センター

約65,000㍑/年

一般家庭 資源ごみステーション

公共施設等

BDFプラント
（業者所有→

　　　市所有）

ごみ収集車・

市バスに利用

一般家庭 ごみ集積所 BDFプラント
（町所有）

公用車等に利用

給食センター等

ストックヤード

一般家庭 ごみステーション BDFプラント
（町所有）

ごみ収集車・

重機等に利用

公共施設

一般家庭 ガソリンスタンド BDFプラント
（市所有）

ごみ収集車
に利用

事業系

38店舗で惣菜作
りに使用された
廃油

BDFプラント
（コープ所有）

配送トラック・

社員用送迎バス
に利用

京都市の事例紹介

家庭系廃植物油
・小学校
　（小学校の学区ごとに
　『地域ごみ減量推進会議 』
　を立ち上げた）
・地域女性会、PTA、
　保健協議会などの役員宅
・市議会議員宅
・スーパー
・エコロジーセンター
・寺
・公園
・老人ホーム

※Ｈ17.9時点で約900箇所
で年間約13万ℓを回収。
Ｈ27年までに2,000箇所に
増やすのが目標。
（京都市全世帯（60万世帯）
に対して、300世帯につき
１箇所）

回収 製造

廃食用油燃料化施設
・製造能力5,000ℓ/日
　（150万ℓ/年）
　※自治体では国内最大規模
・平成16年6月から本格稼動
・総工費約7億5千万円

ごみ収集車
・100%BDFを約220台の
　ごみ収集車全車に使用
市バス
・20%BDF（軽油と混合）
　を一部の市バス（95台）
　に使用

※年間約150万ℓのBDFを使用
　（年間約4,000トンのCO2
　　削減効果）

利用

事業系廃植物油
・29円/ℓ（H17実績）で
　回収業者から買い取って
　いる。（約140万ℓ/年 ）



国内事例によるBDFの課題と対策

家庭系

事業系

ごみステーション

BDFプラント

車両用燃料

・BDF100%で利用
　→ごみ収集車，重機，農機
・BDF20%で利用
　→市バス（京都市のみ）

発電

暖房用燃料

・不純物（動物性廃
油，油かす，凝固
剤，水）混入防止

・回収量が少ない

・法規上の手続き
が必要
・新規参入が困難

・冬場の凝固

立ち番配置

環境に関心のある
方から取り組みを
始め、活動を広げ
る。

・品質安定性確保

・燃焼処理
（サーマルリサイクル）

・堆肥化促進剤

防寒剤添加

税制度の変更
（軽油取引税免除）

エンジン改良

加温

・事業系廃油持込防止

・精製時の廃油の
　凝固対策

・回収拠点汚れ防止

・副産物の処理
　グリセリン
　含油洗浄剤　

・エンジントラブル
・パワー不足

公民館

ガソリンスタンド

BDF精製
必要なし？

回収源 回収拠点 精製過程 利用過程

コスト高

品質の規格化

供給場所確保

課題

対策

（例）コープとうきょう

産廃処理業者が回収
システムを確立している

回収拠点
国

自動車メーカー

プラントメーカー

自治体・住民・地元企業

普及モデル（回収システムと利用モデル）

産廃業者

更別企業

回収拠点

事業者

てんぷら油

てんぷら油

市民

BDF

マンション等
軽油より安価

事業者

CSR向上
コスト削減

BDF

コスト削減?

農家
農作物

グリセリン
洗浄水

tecoポイント
（地域通貨）

商品

帯広市?

商店街

現金

堆肥

tecoポイント
（地域通貨）

市民 tecoポイント
での買い物

・てんぷら油・グリセリン・洗浄水運搬
・堆肥化

・てんぷら油回収
・BDF販売

・てんぷら油回収
・BDF利用（ディーゼルエンジン・暖房）

・BDF精製
・BDF運搬

堆肥使用

BDF利用（暖房）・tecoポイント発行
・換金

tecoポイントでの販売

てんぷら油回収



既存の回収システムと拠点（主に事業系）

給食センター

飲食店

生協共同購入者

保育所 2L容器配布、大型回収容器設置　600ℓ/年

大型回収容器を設置
8つの町村の43の飲食店から　合計　43,400ℓ/年

大型回収容器を設置
５つの町村の給食センターから　合計　8,000ℓ/年

加入者に2L容器を配布
共同購入の訪問車両で年2回程度回収　？ℓ/年

豊頃町
リサイクルセンター

大型回収容器を設置　3,000ℓ/年

回収量合計　約55,000ℓ/年

今後の回収システムと拠点（家庭系）

ごみステーション

ガソリンスタンド

月に１度程度、ごみステーションに容器を設置し
て回収する。容器の出し入れに自治会役員など
の協力が必要。

油類の扱いになれているガソリンスタンドで管理を行
うことから、安全性が確保できる。（常設）

家庭からの廃食用油は事業系と異なり排出先が散在してい
る。回収効率を考え、人口密度の高い帯広市をターゲットとし
て回収システムの構築をはかる。

小中学校

カフェ
BDFの活動を普及させるためのカフェを設置し、
そこに回収容器を設置する。（常設）

小中学校に容器を設置し、行事があるときなどに
持参してもらう。

※　250箇所の回収拠点（300世帯に1箇所；京都市の
目標値）を目指す。



回収率を上げるためのしかけ

①　tecoポイント（地域通貨）の発行
　回収量に応じてtecoポイントを発行し、tecoポイントで地元商
店街などで買い物ができるようにする。

②　情報公開
　地域や小中学校ごとに回収量を集計し、その情報をホーム
ページを通じて公開する。また、CO2削減量などの効果も合

わせて公開する。


